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組
合
員
の
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

将
来
は
、
明
る
い
方
が
良
い
。
自
分
の
今
後
が
予
測
で
き

る
時
代
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
毎
年
新
年
を
迎
え
て
、
私
た
ち

の
誰
し
も
が
願
う
こ
と
で
す
が
、現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

デ
フ
レ
・
景
気
低
迷
に
よ
る
収
入
の
減
少
・
ゼ
ロ
金
利
・

少
子
高
齢
化
・
リ
ス
ト
ラ
・
産
業
空
洞
化
・
犯
罪
の
低
年
齢

化
・
外
国
人
犯
罪
の
増
加
・
犯
罪
検
挙
率
の
激
減
・
テ
ロ
・

自
殺
者
の
増
加
・
企
業
の
国
際
競
争
力
の
低
下
・
生
活
習
慣

病
の
増
加
等
々
…
…
毎
日
、
気
が
重
く
な
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
が
続
い
て
い
ま
す
。
明
る
い
話
題
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
三

年
連
続
の
受
賞
等
、
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
社
会
保
障
制
度
は
、
雇
用
保
険
料
率
が
現
在
の
一
・

七
五
％
か
ら
、
近
い
将
来
に
は
一
昨
年
の
一
・
五
五
％
の
約

二
倍
近
く
の
料
率
に
、
給
料
は
六
〜
八
割
を
五
割
に
す
る
答

申
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
医
療
費
の
本
人
負
担
は
、
五
年
間
で
一
割→

二
割→

平
成
十
五
年
度
か
ら
は
三
割
と
、
三
倍
に
な
り
ま
す
。
賞
与

等
の
見
通
し
が
不
透
明
な
の
に
、
総
報
酬
制
の
導
入
で
す
。

収
入
は
減
少
・
負
担
は
増
大
と
、
個
人
ば
か
り
に
し
わ
寄
せ

が
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
健
康
保
険
組
合
に
と
っ
て
重
要
な
医
療
改
革
に

お
い
て
、
今
回
の
法
改
正
は
、
負
担
と
給
付
の
公
平
、
あ
る

い
は
「
三
方
一
両
損
」
が
改
革
の
理
念
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

痛
み
が
伴
う
の
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
痛
み
に
耐
え

て
何
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
が
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
、
年
金
・
介
護
と
と
も
に
、
医
療
に
も
社
会
保
険

方
式
を
基
軸
と
し
た
制
度
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
医
療

の
分
野
で
健
康
保
険
組
合
は
、
ほ
と
ん
ど
国
庫
負
担
に
頼
ら

ず
、
自
主
的
な
経
営
を
懸
命
な
努
力
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
保
険
主
義
が
、
今
後
と
も
医
療
保
険
制
度
の
中
核

と
し
て
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
、
強
く
訴
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
社
会
保
険
方
式
が
存
続
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
が
医
療
改

革
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
保
険
者
機
能
の
強
化
」
な
ど
、
健
保
組
合
に
も
宿
題
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
自
主
・
自
立
・
自
律
の
考

え
で
行
動
す
れ
ば
、
道
は
拓
か
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
己
の
責
任
の
も
と
、
今
年
こ
そ
明
る
い
年
に
し
た
い

も
の
で
す
。

●長崎県・眼鏡橋

不透明ながら明るい年に

ご自宅に持ち帰り、皆さんでお読みください。



そ
の
２

マ
ス
コ
ミ
で
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
の

自
己
負
担
が
二
割
か
ら
三
割
に
」
と
大
き
く

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
表
現

は
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
本
人

の
負
担
が
二
割
、
家
族
の
負
担
が
通
院
三

割
・
入
院
二
割
で
、
こ
れ
が
す
べ
て
三
割
負

担
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
職
域

保
険
で
あ
る
健
康
保
険
や
共
済
組
合
等
と
、

地
域
保
険
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
が
、
す
べ

て
三
割
負
担
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
三
割
負
担
に
な
る
の
は
三
歳
〜

六
九
歳
の
人
で
す
。
昨
年
十
月
に
施
行
し
た

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
二
割
負
担
と
、
七
〇

歳
以
上
の
高
齢
者
の
一
割
（
収
入
に
よ
っ
て

は
二
割
）
負
担
は
、
そ
の
ま
ま
で
す
。

な
お
、
当
組
合
に
は
独
自
の
付
加
給
付
制

度
が
あ
り
、
一
ヵ
月
の
自
己
負
担
額
が
二
万

円
を
超
え
た
ら
、
超
え
た
額
を
払
い
戻
す
の

は
、
従
来
ど
お
り
で
す
。

通
院
で
診
察
を
受
け
て
薬
を
処
方
さ
れ
た

と
き
、
薬
剤
費
は
医
療
費
と
同
率
の
自
己
負

担
の
ほ
か
に
、
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
別
途
一

部
負
担
を
プ
ラ
ス
し
て
払
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
別
途
一
部
負
担
金
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
て
も
、
退
職

時
に
治
療
中
の
病
気
は
初
診
日
か
ら
五
年
間

は
会
社
在
籍
中
の
健
康
保
険
で
治
療
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
ま
だ
国
民
皆
保
険

で
は
な
か
っ
た
こ
ろ
、
退
職
に
よ
っ
て
無
保

険
状
態
に
な
る
人
を
救
済
す
る
目
的
で
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
〇
年
代
に
皆
保
険
が

実
現
し
ま
し
た
が
、
職
域
保
険
と
地
域
保
険

で
自
己
負
担
に
差
が
あ
っ
た
た
め
、
激
変
緩

和
措
置
と
し
て
現
在
ま
で
続
い
て
い
た
制
度

で
す
。
今
般
三
割
負
担
に
統
一
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
制
度
は
使
命
を
終
え
て
、
廃
止

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
徴
収
が
、
現
在
の
月
収
ベ
ー
ス

か
ら
年
収
ベ
ー
ス
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
平

た
く
言
う
と
、
月
々
の
給
与
の
ほ
か
に
、
賞

与
等
か
ら
も
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ
と
で
す
。

年
俸
制
を
導
入
す
る
企
業
も
増
え
、
現
在
の

月
収
ベ
ー
ス
で
は
、
保
険
料
負
担
に
不
公
平

が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
年
収
ベ
ー
ス
で

の
保
険
料
徴
収
に
是
正
し
て
、
負
担
の
公
平

を
図
る
も
の
で
す
。

賞
与
等
も
給
与
と
同
じ
保
険
料
率
で
計
算
し

た
保
険
料
を
徴
収
し
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

今
の
保
険
料
率
（
当
組
合
は
健
康
保
険
一
〇
〇

〇
分
の
八
二
、
介
護
保
険
一
〇
〇
〇
分
の
八
・

四
）
の
ま
ま
で
は
、
皆
さ
ん
の
負
担
が
過
大
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
の
保

険
料
率
を
適
正
な
率
に
下
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
適
正
料
率
に
つ
い
て
は
、
二
月
に
予
定
し

て
い
る
組
合
会
で
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
厚
生
年
金
も
同
時
に
総
報
酬
制
に

な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
払
う
保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ
の
給

与
額
に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。
そ
の
給
与
は
、

毎
月
の
残
業
等
に
よ
り
変
動
す
る
の
で
、
計

算
し
や
す
い
単
位
に
区
分
し
た
仮
の
報
酬

（
こ
れ
を
標
準
報
酬
月
額
と
い
い
ま
す
）
を
一

人
一
人
に
つ
い
て
決
め
て
い
ま
す
。
こ
の
決

め
方
は
、
今
年
度
ま
で
は
五
〜
七
月
の
三
ヵ

月
間
の
給
与
平
均
額
を
基
に
決
定
し
、
十
月

か
ら
（
二
等
級
以
上
変
わ
っ
た
場
合
は
八
月

か
ら
）
適
用
し
て
き
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
、

こ
の
日
程
が
全
て
一
ヵ
月
早
ま
り
ま
す
。

会
社
を
退
職
し
て
も
、
そ
の
会
社
の
健
康

保
険
に
任
意
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
再
就
職
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し

て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
加
入
期
間
は
二

年
間
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
特
例
と
し
て

五
五
歳
以
降
に
退
職
し
た
人
は
六
〇
歳
ま
で

（
最
長
五
年
間
）
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
般
こ
の
特
例
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。
こ
の

制
度
が
で
き
た
当
時
は
五
五
歳
定
年
が
一
般

的
な
時
代
で
し
た
が
、
近
年
六
〇
歳
定
年
が

定
着
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
特
例
も
必
要

性
が
薄
く
な
っ
た
も
の
で
す
。
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45

6

継
続
療
養
制
度
を
廃
止

保
険
料
徴
収
が

総
報
酬
制
に

（
賞
与
等
か
ら
も
保
険
料
を
徴
収
）

標
準
報
酬
月
額
の

算
定
を
一
月
前
倒
し

任
意
継
続
被
保
険
者
の

特
例（
最
長
五
年
）
を
廃
止

昨
年
七
月
二
六
日
の
参
院
本
会
議
で
医
療
制
度
改
革
法
案
が
可
決
成
立
し
ま
し

た
。
難
産
の
末
に
よ
う
や
く
成
立
し
た
法
案
で
し
た
。
そ
の
中
で
私
達
の
健
康
保
険

に
も
多
く
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
変
更
事
項
も
昨
年
十
月
施
行
と
今
年
四
月

施
行
と
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
前
回
の
健
保
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
昨
年
十
月
施
行
分
を

中
心
に
解
説
し
ま
し
た
が
、
本
号
で
は
今
年
四
月
施
行
分
を
解
説
し
ま
す
。

1

医
療
費
自
己
負
担
が

二
割
か
ら
三
割
へ

よく読んで
ください

私
達
の
健
康
保
険
が
変
わ
り
ま
す
。

今
年
四
月
施
行
分
に
つ
い
て

2

通
院
で
の
薬
剤
別
途

一
部
負
担
を
廃
止



三
年
目
を
迎
え
た
「
プ
ラ
ス
一
〇
〇
〇
歩

作
戦
」
は
、
十
〜
十
一
月
の
二
ヵ
月
間
の
実

施
期
間
を
終
了
し
ま
し
た
。
毎
年
参
加
し
て

い
る
方
は
あ
ら
た
め
て
、
今
年
度
初
め
て
参

加
し
た
方
は
思
っ
た
以
上
に
、
体
調
が
よ
く

な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
然
を
感
じ
、
風
景
を
眺
め
な
が
ら

歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
も
味
わ
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

三
年
間
の
状
況

こ
の
三
年
間
の
参
加
者
・
平
均
歩
数
等
を

簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
者
数
・
報
告
者
数
は
ど
ち
ら
も
下
が
っ

て
い
ま
す
。
一
年
目
は
参
加
者
全
員
に
万
歩
計

を
配
っ
た
こ
と
が
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
て
多
く

の
人
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
二
年
目
・
三

年
目
は
、
こ
の
運
動
そ

の
も
の
が
落
ち
着
い
て

き
た
結
果
と
も
い
え
る

で
し
ょ
う
。

平
均
歩
数
は
、
一
年

目
こ
そ「
健
康
日
本
21
」

の
目
標
値
を
下
回
り
ま

し
た
が
、
二
年
目
・
三

年
目
は
大
き
く
上
回
り

ま
し
た
。「
プ
ラ
ス
一

〇
〇
〇
歩
」
の
意
識
が

浸
透
し
て
き
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

医
療
費
へ
の
影
響
は

当
健
保
組
合
で
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
七

年
度
ま
で
の
三
年
間
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
運
動

「
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
三
年
間
は
当
組
合
の
医
療
費
上

昇
カ
ー
ブ
が
鈍
化
す
る
傾
向
が
表
れ
ま
し
た
。

今
回
の
三
年
間
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
人
当
り
医
療
費
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、「
い
き
い
き

ウ
ォ
ー
ク
」
よ
り
も
、
さ
ら
に
「
プ
ラ
ス
一

〇
〇
〇
歩
作
戦
」
は
効
果
が
あ
っ
た
（
？
）。

で
も
、
よ
く
見
る
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
運
動
を

中
断
し
て
い
た
平
成
八
〜
十
一
年
度
の
四
年

間
も
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

断
期
間
は
、
総
合
的
健
康
増
進
運
動
「
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
」
を
実
施
し
て
い
た
と
き
で
し
た
。

国
民
医
療
費
は
毎
年
上
昇
し
続
け
て
い
ま

す
の
で
、
横
ば
い
と
は
削
減
に
等
し
い
現
象

で
す
。
当
組
合
の
「
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク
」

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
」「
プ
ラ
ス
一
〇
〇
〇
歩
作

戦
」
と
続
け
た
一
連
の
運
動
が
皆
さ
ん
の
健

康
度
を
高
め
、
医
療
費
削
減
に
つ
な
が
っ
た

と
い
っ
た
ら
手
前
味
噌
で
し
ょ
う
か
。

来
年
度
の
取
り
組
み

三
年
間
実
施
し
た
「
プ
ラ
ス
一
〇
〇
〇
歩

作
戦
」
は
、
今
年
度
を
も
っ
て
一
旦
終
了
し

ま
す
。
こ
の
運
動
に
参
加
さ
れ
た
組
合
員
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
で
恒
常
的
健
康
づ
く
り
と
し

て
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
継
続
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
は
、「
健
康
日
本
21
」
を
さ
ら
に
具

現
化
す
る
た
め
に
、
総
合
的
な
健
康
づ
く
り

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

¿（平成12年度）

�（平成13年度）

`（平成14年度）

参加者

1,296名

899名

743名

報告者

906名

610名

574名

平均歩数

男 9,198歩

男 9,972歩

男 9,953歩

女 7,565歩

女 8,570歩

女 8,315歩

参考（健康日本21の目標） 男 9,200歩 女 8,300歩

１
人
当
り
医
療
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雨中の「昭和記念公園ポイントラリー」
「
プ
ラ
ス
一
〇
〇
〇
歩
作
戦

」
の
一

環
と
し
て
、
去
る
十
月
二
六
日
（
土
）
昭

和
記
念
公
園
に
て
「
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
大

会
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
実
施

し
て
好
評
だ
っ
た
の
で
、
今
回
も
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
…
…

当
日
は
早
朝
か
ら
、
今
に
も
雨
が
降
り

そ
う
な
空
模
様
。
健
保
組
合
事
務
所
に
は

中
止
か
決
行
か
を
問
い
合
わ
せ
る
電
話
が

次
々
に
か
か
っ
て
き
ま
す
。
判
断
に
迷
う

状
況
で
し
た
が
、
ひ
と
ま
ず
決
行
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
午
前
八
時
過
ぎ
に
強
い

雨
が
降
り
始
め
、
こ
の
時
点
で
実
施
は
無

理
と
判
断
し
ま
し
た
。

す
で
に
決
行
と
応
え
て
し
ま
っ
た
方
も

い
る
の
で
、
事
務
局
も
現
地
に
向
か
い
、

来
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
予
定
を
短
縮

し
た
形
で
「
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
」
を
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
初
の
予
定
で
は
七

五
組
・
二
七
二
名
の
参
加
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
三
六
組
・
一
〇
七
名
の
方
が
来
て

く
れ
ま
し
た
。

思
え
ば
前
回
は
十
一
月

下
旬
だ
っ
た
の
に
小
春
日

和
の
絶
好
の
天
気
。
今
回

は
気
象
条
件
の
良
い
時

期
、
コ
ス
モ
ス
の
き
れ
い

な
時
期
を
選
ん
だ
の
に
、

今
回
の
運
を
前
回
で
使
い

果
た
し
て
し
ま
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

III
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編
集
後
記

◆健康保険法改正の中で、マスコミ等では「自己負担2割から3割」
が強調されています。でも、事務局がいちばん頭を悩ませてい
るのは「総報酬制」の方です。これに伴う事務処理の変更をス
ムーズに行うため、ただいま奮闘中です。

◆10月26日の昭和記念公園ポイントラリー。準備は完璧、あと
はお天気だけという状態だったのに。開始直前に降り始めた雨
は、終了予定時刻ごろになって降り止みました。結局、その時
間帯だけ降っていたのです。雨男（女）は誰だ。

（事務局）

一般保険
●被保険者数　3,163名

（男子2,705名 女子458名）
●被扶養者数　3,761名

（男子1,164名 女子2,597名）
●平均標準報酬月額　437,466円
●被保険者平均年齢　42.10歳

（男子43.31歳 女子34.97歳）

介護保険
●該当被保険者数　1,642名

（男子1,516名 女子126名）
●該当被扶養者数　984名

（男子0名 女子984名）
●平均標準報酬月額　537,423円

田
中
係
長
に
感
謝
状

皆
様
の
ご
家
庭
で
、
平
成
十
四
年
中
（
平
成

十
四
年
一
月
〜
十
二
月
）
に
、
自
分
自
身
や
家

族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
総
額
が
一
〇

万
円
を
超
え
た
場
合
は
、
一
定
額
の
所
得
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
医
療

費
控
除
」
と
い
い
ま
す
。

1

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は

今
年
は
二
月
十
七
日（
月
）〜
三
月
十
四
日（
金
）

の
間
に
、
最
寄
り
の
税
務
署
で
確
定
申
告
を
し

ま
す
。（
医
療
費
控
除
の
申
告
は
一
月
か
ら
受
け

付
け
て
い
ま
す
）

2

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

①
医
療
費
の
領
収
書
及
び
費
用
明
細
の
わ
か
る

も
の

②
給
与
の
源
泉
徴
収
票

③
貯
金
通
帳
の
口
座
番
号
の
控
え
・
印
鑑

な
お
、
健
保
組
合
か
ら
補
填
さ
れ
た
金
額
が

あ
る
場
合
は
医
療
費
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。（
毎

月
配
布
し
て
い
る
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）
詳
し
い
こ
と
は
お
近
く
の
税

務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
般
、
被
扶
養
者
の
再
認
定
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

再
認
定
と
は
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
通
称

「
保
険
証
」）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
が
、

扶
養
の
認
定
基
準
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
あ
ら
た
め
て
調
査
す
る
こ
と
で
す
。
前
回
ま

で
の
調
査
で
は
ご
家
族
全
員
に
つ
い
て
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
税
法
上
の
扶

養
家
族
（「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
（
異
動
）

申
告
書
」
に
記
載
さ
れ
た
扶
養
家
族
）
は
、
調

査
対
象
か
ら
除
い
て
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
税
法
上
の
扶
養
家
族
の
方
が
、
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
よ
り
も
収
入
条
件
が
厳
し
い

の
で
、
税
法
上
の
扶
養
家
族
は
健
康
保
険
の
被

扶
養
者
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
の
判
断
に

よ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
税
法
上
の
扶
養
家
族
が
最

新
の
も
の
に
更
新
さ
れ
る
年
末
調
整
の
終
了
直

後
が
、
調
査
時
期
と
し
て
最
も
適
切
で
す
。

よ
っ
て
、
今
般
の
再
認
定
は
二
月
中
旬
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
扶
養
を
し
て
い
る
現

況
を
確
認
す
る
た
め
、
課
税
証
明
書
、
在
学
証

明
書
、
年
金
支
払
通
知
書
、
所
得
証
明
書
等
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
か
ら
始
め
た
婦
人
科
検
診
（
乳
が
ん
、

子
宮
が
ん
）
は
成
人
病
健
診
対
象
外
の
女
性
社

員
を
対
象
に
現
在
各
医
療
機
関
で
実
施
中
で
す
。

婦
人
科
領
域
の
が
ん
は
早
期
発
見
が
し
や
す

く
、
早
期
治
療
に
よ
り
治
癒
し
や
す
い
も
の
で

す
。今

年
度
の
申
込
者
は
三
一
二
人
中
一
三
四
人

で
し
た
。
昨
年
の
申
込
率
は
三
五
％
で
、
今
年

は
四
二
％
で
し
た
の
で
、
若
年
者
に
と
っ
て
も

関
心
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

隔
年
に
実
施
し
て
い
る
歯
科
健
診
を
東
京
三
会

場
、
地
方
四
会
場
で
実
施
し
、
九
七
七
名
の
方
が

健
診
を
受
け
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
京
地
区
分

異
常
な
し
　
　
　
　
　
　
　
五
八
名

要
経
過
観
察
　
　
　
　
　
　
三
七
〇
名

要
　
受
　
診
　
　
　
　
　
　
四
〇
四
名

要
受
診
の
内
訳

要
治
療
　
虫
　
　
歯
　
　
　
二
三
六
名

要
補
綴
歯
　
　
　
　
四
三
名

歯
周
疾
患
　
　
　
　
七
七
名

要
精
密
検
査
　
　
　
　
一
名

要
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

三
五
名

要
歯
石
除
去
　
　
二
一
七
名

治
療
が
必
要
な
方

が
三
五
％
、
歯
石
除

去
が
必
要
な
方
は
二

六
％
で
し
た
。
歯
科

疾
患
は
初
期
に
は
自

覚
症
状
が
な
い
も
の

が
多
く
、
症
状
が
出

て
き
て
か
ら
の
治
療

は
日
数
、
治
療
費
と

も
に
多
く
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
健
診

で
指
摘
さ
れ
た
方
は

必
ず
受
診
し
、
治
療

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

当
組
合
の
職
員
で
あ
る
田
中
明
美
（
係
長
）

に
、
去
る
十
一
月
十
八
日
、
東
京
社
会
保
険
事

務
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
保
険

業
務
に
貢
献
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
田

中
係
長
は
当
組
合
に
二
〇
年
勤
続
し
、
そ
の
間

の
功
績
を
感
謝
状
と
し
て
報
い
た
も
の
で
す
。

田
中
係
長
は
看
護
師
の
資
格
を
持
ち
、
そ
の
経

験
を
生
か
し
て
、
健
康
診
断
を
は
じ
め
と
し
た

保
健
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
よ

り
一
層
の

活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

被
扶
養
者
再
認
定
を

実
施
し
ま
す

歯
科
健
康
診
断
を
実
施

婦
人
科
検
診
実
施
中

被扶養者の再認定を
実施します！
再認定は2月中旬を予定
していますので、
よろしくご協力をお願い

いたします。


